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   We report a case of retroperitoneal follicular malignant lymphoma. A 59-year-old man visited 
the hospital with the chief complaint of a loss of body weight and left epigastric tumor. CT 
revealed a tumor, 9 x 6 cm, with non-homogeneous density in the left retroperitoneum. Since no 
clinical metastasis was identified, the tumor and the left kidney were resected en bloc with para-
aortic lymph node dissection. Pathological diagnosis was non-Hodgkin follicular lymphoma of 
mixed small cleaved and large cell type with lymph node metastasis (2/23). The CHOP adjuvant 
chemotherapy (cyclophosphamide, adriamycin vincristine,  Prednisolone) and the radiation therapy 
were performed after the operation. Recurrence in the mediastinal lymph node occurred 7 months 
after operation and radiation and the same adjuvant chemotherapy were performed and resulted 
in complete remission. The patient remained free of the tumor for 27 months at present. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1151-1155, 1992)
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を 認 め た.血 管 造 影 像 で は,大 動 脈 と上 腸 管脈 動 脈 は
右 方 に圧 排 され,腫 瘍 は 血 管 に 乏 し く,血 管像 の 新生
を 認 め なか った 、
経過:後 腹 膜 腫 瘍 と診 断 し,1989年ll月21日,胸腹
部 切開(第9肋 骨 切 除)で,腫 瘍 と左腎 を一 塊 に して
摘 出,リ ンパ節 郭 清術 も行 った.手 術 は,腫 瘍 が 周囲
組 織 と強 く癒 着 し,上 腸管 膜 動 脈 を 巻 き込 ん で お り,
そ の 摘 出 に難 渋 した.手 術 時 間 は6時 間55分を要 し,
出 血 量 は2,800mlで あoた,腫 瘍 は9×6×4.5cm
大 で あ った.
摘 出標 本:腫 瘍 組 織 は 柔 らか く,割 面 は 灰 白色 で あ
った(Fig.2).組織 学 的 に は,LSG分 類 で濾 胞 型 リ
ソパ腫,混 合 型 と診 断 され た ,WorkingFormula・
tion2)ではfollicular,mixedsmallcleavedand
largecelltypeにな る.中 型 の 濾 胞 中 心 細 胞 を主 体
と し,大 細 胞 が 混在 し,濾 胞 の大 き さは さ ま ざ まで あ
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TableLRetroperitonealnon-HodgkinlymphomasreportedinJapanfroml980to1990.
発 表 者 年齢 性 組 織 型 治 療 法 効 果 発 表 誌,発 表 年 次
1権 藤47MT細 胞性 VEMP 日本 臨床39:222-227,1981
2田 利29M不 明 放射線,CHOP-BCR
32Mび まん性大 リンパ球型 放射線,化 療CR
埼 玉 医会 誌16:28-32,1982
3梅 山42M び まん 性 リ ンパ形 質CHOP,CHOP・B
細 胞 型 放射線療法
泌 尿 紀 要28:893-897,1982
4岡 野40Mび まん 性 リ ンパ球 型 化学療法 西 日本 泌 尿 磁:765-769,1982
5田 中70F不 明 日泌 尿 会 誌74:1865,1983
6蜂 巣 賀44FB㏄ 且1type 手術,化 学療法 日泌 尿 会 誌74:1264-1265,1983
7三 浦48M不 明 放射線療法 日消 会 誌8112902,1984
8伊 神78Mび ま ん 性 中 細 胞 型 日内会 誌73:1062,1984
9真 下6監Mび ま ん 性 大 細 胞 型 日泌 尿 会 誌75:!336,且984
10今 村46Mび ま ん 性 中 細 胞 型 手 術 臨床 と研 究62:175-・178,1985
11小 津58Mび まん 性 多 形細 胞型 化学療法,
放射線療法
西 日泌 尿47:1111-1115,1985
12福 田45Mび ま ん 性 中 細 胞 型VP-16 日泌尿会誌77:856,1986
13神 谷56Mび ま ん 性 大 細 胞 型 IRYO40:273-275,1986
14金53Mび ま ん 性 大 細 胞 型VEP-THP
58Mび ま ん 性 大 細 胞 型VEP-THP
CR西 日泌 尿49:1879-・1883,1987
15長 田34Fび ま ん 性 中 細 胞 型 手 術 CR広 島医 学40:716-719,1987
16片 山17M不 明 化学療法 日泌 尿 会 誌78:1662,1987
17姫 野56F不 明 化学療法 日泌 尿 会 誌79:755-756,1988
18井 上34Fび ま ん 性 中 細 胞 型 手術,化 学療法 CR日 臨外科医会雑誌50:843,1988
19水 谷65Fび ま ん 性 大 細 胞 型 VEPA療法
MEPP療法
臨泌43:358-361,1989
20石 川53Fび ま ん 性 ノ1・紐 胞 型CHOP療 法 PR日 泌 尿 会 誌80:1251,1989
21竹 村73Fび ま ん 性 大 細 胞 型 PAC療法,
C-MOPP療法
大 警 病 医 誌13:91-98,1989
22遠 坂71Mび ま ん 性 大 細 胞 型 CHOP療 法,
Pepleo,VP!6
PR泌 尿 紀 要36:701-705,1990

















法終 了 時 のNSEは10.2と 正 常 上 限 で あ った.術 後
7カ 月経 過 した 頃,縦 隔 に リンパ 節 の腫 脹 を認 め,ふ
た たび 放 射 線療 法 とCHOP療 法 を 施 行 し,完 全 寛
解 を えた.術 後2年 余 り経 過 した 現 在,tumor-free
の状 態 で あ る.
考 察
非 ポ ジキ ソ悪性 リンパ 腫 は 男性 で高 率 に 発生 し,死
亡率 の 男女 比 は1。7～1.8,年齢 別 死 亡 率 は70歳代 に ピ
ー クが あ る1).非 ポ ジ キ ン後 腹 膜 悪 性 リソパ腫 で は
1980～1990年のlI年間 の本 邦 報 告 例 が25例あ る.平 均
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